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1．序論  

大気圧プラズマは周辺ガスや照射ターゲットとの化学反応によって、原子状酸素等の活性酸素

（ROS）が生成される。活性酸素は強い酸化力を持つことから、大気圧プラズマの殺菌手法への

応用が期待されている。活性酸素による殺菌効果を評価するには、生成された活性酸素の定量が

必要とされる。 

触媒金属にプラズマを照射すると、金属の受熱量が増加することが報告されている[1]。本研究

では、大気圧プラズマ照射による触媒金属の温度上昇から簡便で安価な、新しいラジカル定量法

の開発をめざす。 

 

2．白金とアルミニウムの受熱量 

種々の金属板に大気圧プラズマ(Ar＋O混合プ

ラズマ)を照射し、照射中の金属表面の温度を熱

電対で計測した。熱電対は計測部位への放電を防

止するため、各金属板の照射面裏側に接着した。 

ターゲット金属（白金、アルミニウム）の温度推移の

例を Fig.1に示す。触媒効果を持つ金属である白金

は持たないアルミニウムと比較して温度上昇が大き

い。ターゲット金属の熱容量の差は無視できる。

温度変化から金属表面の受ける熱流束を求めた

[2]。同じプラズマ条件で照射しているにもかかわ

らず、白金がより受熱量が大きい。この熱量の差

は、触媒効果を持つ白金の表面上で原子状酸素が

再結合し、その際に金属表面に余分なエネルギーを

付与したためと解釈される[1]。 

この熱量の差は、原子状酸素の量に関連している

ため、それの計測法として用いる可能性がある。今後

は、プラズマ照射時の添付する酸素量などを変えて、

同様の測定を繰り返し行い、酸素量の定量化をめざす。 
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 Fig.1 金属ごとの温度応答の差 

（青線：白金 黄線：アルミニウム） 

温度計測開始から 180秒間放電を行った。 
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